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平成２６年度 大阪市子どもの読書活動推進連絡会 

 

当日次第 

1. 日 時  平成 26年 7 月 7日（月） 午前 9時 30 分～11 時 30 分 

2. 場 所  大阪市立中央図書館 5階 大会議室 

3. 議事次第 

（１）事務局報告 

     第２次大阪市子ども読書活動推進計画の策定、経過 （生涯学習部） 

「子どものための施設ガイド・タッチ」について  （生涯学習部）   

学校図書館活性化事業など学校における取組みについて （指導部） 

     大阪市立図書館子ども向け図書館サービスの推移 （中央図書館） 

区の子どもの読書活動推進連絡会について    （中央図書館） 

（２）事例報告 

【報告１】中学校における読書活動の推進 

【報告２】子どもが語り手のおはなし会 

【報告３】書評漫才グランプリの取組み 

（３）学識経験者、社会教育関係団体代表者より助言 
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― 事 例 報 告 ― 

 

【報告１】中学校における読書活動の推進 

「上町中学校と島之内図書館との連携ででき

たこと」 

（中央区上町中学校学校元気アップ地域本部  

岸田 香織） 

上町中学校地域コーディネーターをしておりま

す岸田と申します。上町中学校と島之内図書館の

連携でできたことを発表します。 

上町中学校は学校元気アップ事業を 2011 年に

スタートしました。スタートするにあたり、本校

は言語力育成そして学習活動支援の取組みという、

２本の柱を設定しております。学習活動支援とい

うのは主にテスト前学習を行っています。言語力

育成の取組みとしまして、学校図書館活動の活性

化を行いました。言語力を育成するのに学校内の

施設を使うとして、想定できるのはごくシンプル

に図書館かなという発想からです。 

具体的には７月から図書館の開館の日を増やし

ました。昼休みは毎日、放課後は週２回開館とい

たしました。実は放課後は、利用者が少なく、ボ

ランティアが不足ということもあり、この４月か

らは週１回に減らしました。無理をしない改革も

時には必要かなと思っております。地域ボランテ

ィアだけでなく、図書委員会の生徒も熱心に活動

しており、利用も特に昼休みは定着してきました。

さらに何かできないか、イベント的なこと、絵本

の読み聞かせのようなことができないかという話

が出て、島之内図書館との連携が始まりました。

私は偶然にも島之内図書館の図書ボランティア

「絵本の会島之内」の一員でもあったので、定例

会のほうで「中学校で本を読んでみませんか」と

提案しました。想像以上に反響がありまして、「家

から近いです」「子どもが卒業生なんです」という

方がメンバーの中にいまして、読みたいボランテ

ィアが集まりました。それで具体的に話が進んで、

2011 年 11 月８日に「第１回読み語りの会」が実

現しました。ここで補足ですが、上町では読み聞

かせという言葉ではなく、読み語りという言葉を

使っています。読んで聞かせるという強制的な押

し付けではなく、読んだり語ったり、読み手も聞

き手もともに楽しい時間を過ごすという思いを込

めてのネーミングです。 

さて 11 月８日、生徒たちは 30名近く来てくれ

たかと思います。学校全体、クラスの先生がた、

クラブの顧問、図書委員会の生徒たちの協力が大

きかったかと思います。学校配布プリントの学校

行事の欄にも入れていただき、保護者への周知も

あったのはありがたいことだと思います。こうし

て始まった「読み語りの会」も今年で４年目を迎

え、12 回行いました。生徒は毎回 20 人以上参加

し、先生、島之内図書館長、ボランティアも絵本

の会島之内のうち 10 人が参加しています。 

ここで、話ばかりではなく、映像もみていただ

きたいと思います。 

(映像１)「元気アップ新聞」 

毎学期末に発行しています。島之内図書館長の推

薦図書の記事もでています。 

(映像２)「元気アップ室」 

ミーティングや作業ができて助かります。 

(映像３）コラボ企画「ジャズのゆうべ」 

(映像４）学校図書館の開館時の様子 

(映像５) お琴とのコラボ企画  

(映像６）PR ポスター 図書委員長が声かけ 

(映像７）「読み語りの会」の様子  

授業と同じ 50分を目安でプログラム。 

読み手が５～６人。素話等。 

(映像８）読み手が大勢いる様子 

(映像９）学習風景（自学自習） 

(映像 10)ギターと読み語りのコラボ 

(ジョン・レノンのイマジン) 

 成果としては、学校図書館の開放日を増やした

ことで、生徒の利用や貸出冊数が増えたことは数

値としては明らかなのですが、そのことや読み語

りによって言語力育成につながっているかという
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と、即数値としては出にくい部分かとは思います

が、毎日学校図書館が開いていることを生徒たち

が喜んでくれていることや読み語りを楽しみにし

てくれていることを感じ、また、生徒たちが「自

分の為になにかやってくれている」と、元気アッ

プの活動をだんだん認知してくれているというの

は喜ばしい成果と思っています。また、ボランテ

ィア自身も「中学校で読みたい」とか、中学生が

聞きに来てくれているのを楽しみにしているのも

一つの成果かと思っています。 

今後は、継続していくことが大事で、これから

もいろいろな本を中学生たちに紹介していきたい

と思っています。また、いろいろなコラボ企画も

やっていけたらと思っています。 

上町中学校では地域の図書館である島之内図書

館との連携で、本の世界を私たちボランティアと

生徒たちが共有することができました。ボランテ

ィアの中には、高齢者もいますので、世代間交流

ができているのも喜ばしいことです。 

最後に、読み語りを始めたいと思ったら、まず、

地域の図書館に連絡をされたらいいかと思います。

元気アップ事業の趣旨は、地域からの支援をいた

だいて、より魅力的な学校作りをすることなので、

ぜひ地域図書館とのつながりをもっていただけた

らと思います。 

 

【報告２】子どもが語り手のおはなし会 

～パンジーおはなし会ジュニアの活動～ 

   （パンジーおはなし会  巽 澄子） 

「パンジーおはなし会」は、平成 17年１月頃に

東成図書館で開催された「小学校派遣ボランティ

ア養成講座」の受講生の中の、東成区在住の者で

立ち上げ、今年９年目になります。現在メンバー

は９名で、区内７校の小学校の授業時間内に「お

はなし会」を行い、絵本２冊とお話２話を届けて

います。学校により、年に１回もしくは２回、ま

たは学期ごとにと依頼が増え、今では東成区の小

学生に「パンジーおはなし会」の名前がよく知ら

れて、とても嬉しく思っています。 

 次に、「パンジーおはなし会ジュニア」（以下ジ

ュニア）立ち上げのきっかけについてです。活動

後に感想文をもらうことが多く、その中に、「ぼく

も、私もパンジーおはなし会の人たちのようにや

ってみたい」との声があり、嬉しく思っていたと

ころ、平成 20 年度区役所の市民企画募集事業の

「こどもが元気！」という募集テーマに、「これ

だ！」と思い、メンバーとも相談し、応募して採

用となりました。４年生以上で募集しましたが、

兄弟姉妹での参加も認め、１年生で入会してもち

ゃんとできることがわかりました。子どもたちに

はすごい力があります。平成 20 年 12 月から２月

の間に９回講座をし、９回目の講座は修了発表会

とし、区長さんから修了証書を渡していただきま

した。翌年も引き続き申請し、助成を受けました

が、その後は助成がなくなり、パンジーおはなし

会で単独運営をして今年６年目となります。 

ジュニアの活動内容について紹介します。毎月

第４土曜日の定例の練習では、発声練習、お話や

絵本選び、実践練習などをします。年に２回、８

月と３月に東成図書館で「パンジーおはなし会ジ

ュニアによるおはなし会」開催しています。学校

が夏休み・春休みの土曜日または日曜日の２時か

ら４時なので、学校の先生や地域の方たちも見に

来てくださいます。 

語りやアニマシオン、演劇の講師に来ていただ

き、実践しながら自分磨きをしたり、中央図書館

の「おはなしたのしいでぇ！」の見学や国際児童

文学館の見学ツアーに参加するなど、いろいろな

絵本やお話にふれる経験をしています。学校も学

年も違う子どもたちだが、一緒に行動したり、お

弁当を食べたりするうちに、高学年が低学年の面

倒を見たりして、どんどん仲良くなります。遠足

に行ったり、クリスマス会をしたりもします。 

また、ジュニアはボランティア活動もしていま

す。はじめは、子どもたちが楽しく発表するだけ

でしたが、地域の方たちがジュニアの活動を知り、

依頼してくださるようになりました。現在は高齢

者施設や保育所、図書館、地域の集会所、子育て
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支援センター、子育てサークルなど、パンジーお

はなし会より引っ張りだこです。特に高齢者や保

育園児にとても喜んでもらっています。保護者も

協力的で活動場所への送迎や昼食作りをしてくだ

さっています。 

ジュニアの今後についてです。中学生になり退

会した子が、卒業式の在校生代表で送辞を読んだ

が、内容を全部覚えて話していたと、保護者から

聞きました。ジュニアの時に、慣れていたからだ

ろうと、私たちも嬉しく思いました。今後もジュ

ニアの活動を続けていこうと思います。小学校を

卒業すると、部活や受験で、退会する子もいます

が、高校生になって戻ってきてくれたり、ずっと

続けて将来「パンジーおはなし会」に入りたいと

いう子もいて楽しみです。 

 地域とのつながりは、東成区全体の取り組みで

もあるので、依頼があれば、積極的に参加し、協

力していきたいと思っています。 

 手前みそになりますが、我が「パンジーおはな

し会」は、みんなが同じ思いで子どもたちの読書

活動の推進に努力するグループで、より良い活動

を目指して一丸となっています。暇さえあれば、

絵本やお話についておしゃべりし、わいわいやる

のが楽しく、そんな会を誇りに思っています。 

 この場をお借りして東成図書館の自慢もさせて

ください。私たちは、小学校へ行く時、使用した

本は全部各クラスに置いていくことを続けていま

す。絵本２冊とお話の本２冊です。クラス数の多

い学校もあり、本集めにとてもご苦労いただいて

いますが、快くしてくださるので本当に有難いで

す。小学校にも管理をお願いし、子どもたちにも

本を大切に扱うように言っています。私たちは、

これをずっと続けていこうと思っています。 

 これからも「パンジーおはなし会」は、自分磨

きと、ジュニア育ての 2本柱で頑張っていきます。

そして、いつか、成長したジュニアの子どもと一

緒に、小学校への活動ができたらいいなぁと思っ

ています。それまで、元気に頑張りたいと思いま

す。本日は有難うございました。 

【報告３】書評漫才グランプリの取組み 

～10 代に新たな形で読書の魅力を伝える～ 

（大阪市立中央図書館 利用サービス担当 

林 隆子） 

本日は当館で実施しました書評漫才グランプリ

の取組について発表させていただきます。 

当館には、10 代の若者向けの図書などを集めた

「ヤングコーナー」があります。担当で、従来か

らイラストコンテストや講座など中高生をターゲ

ットにした企画をいくつか実施していました。講

座自体は好評ですが、10代の参加が少なく、高齢

の方が多く参加されていることが課題としてあげ

られていました。 

小学校では読み聞かせ等が盛んで、子どもたち

も本にふれる機会は多いのですが、中学校にすす

むにつれて別のことに興味が移ったり、学業や部

活が忙しくなったりして、機会が減ってくるよう

です。この年代に読書や図書館に興味を持っても

らうにはどうしたらいいか考えました。 

そこで、講座の開催時に「どのような行事をし

てほしいですか？」とアンケートを取ったところ、

「お笑いコンテスト」が上位になりました。その

時期、折しも「ビブリオバトル」（お勧めの本を紹

介して、何人か紹介した後で、会場の来場者が投

票してチャンプ本を決めるというイベント）が全

国的に話題になり、他市の図書館でも実施してい

ました。このビブリオバトルに漫才の要素を加え

たらひょっとして 10 代にアピールするのではな

いかと担当者は考えて、「書評漫才グランプリ」と

名前をつけて企画をもってきました。 

企画の概要は、以下のとおりです。 

◎二人以上のユニットで、1 冊の本を漫才スタイ

ルで紹介する ◎持ち時間は３分 ◎審査員の評

価で優勝者を決める ◎「書評漫才（SBR）グラン

プリ」（SBR はスタンドアップ・ブック・レビュー

の略） ◎参加資格は 10代のコンビ ◎評価基準

は本を読みたくさせたか・紹介の面白さ・その他

（見た目のインパクトなど）です。 

たしかにこの企画は今までになかったし、参加



4 

 

型であることがいいと思いました。二人組で出ら

れることは、友人を大切にする 10 代には合うかも

しれないし、大阪の土地柄、「お笑い」と結びつけ

て興味をもってもらえるかもと思いました。ティ

ーン層はシャイだし、出場者が集まらないのでは

という心配もされましたが、図書館が若いエネル

ギーを発揮してもらえる場になればと思い、冒険

でしたが、やってみることにしました。 

 書評漫才では来場する身内の人達が投票するこ

とも予想されたので、審査員が必要ということに

なりました。第１回には、中央図書館に隣接する

高校の校長先生、大阪府立上方演芸資料館（ワッ

ハ上方）の学芸員、公務員漫才コンビ「安定志向」

のメンバー、第２回では、加えて、大阪在住の作

家、図書館行事協賛の地元菓子店の広報担当者に

もお願いできました。 

はじめての試みで、出場者募集の広報が心配で

したが、企画を説明すると、図書館で漫才コンテ

ストという意外性を感じるのか、どなたも興味を

持ってくれました。地元の新聞・テレビ・ラジオ

でも取り上げられました。ただ、ターゲットが、

中高生でお笑い好きで本好きで、人前で何かする

のが好きという非常に限定された対象だったので、

できるだけ出てくれそうな人の目に届くように、

図書館や学校はもちろんのこと、お笑い関係の養

成学校、舞台関係の専門学校や漫才コンテスト予

選会場まで、思いつく限りのところにチラシやポ

スターを配りに行きました。また若者向けという

ことで、ツイッターなども活用し、ホームページ

にはデモ動画をアップしました。第２回では、関

連事業として、お笑い芸人の書いた本の展示、ワ

ッハ上方の資料展示をすることができました。そ

れでも、出場者の出足は振るわず、１組だけとい

う期間が相当長く続きました。締切も延ばしまし

た。すると、締切２週間前ぐらいから申込があり、

第１回は高校生７組の出場申込がありました。第

２回も同様の状況でしたが、ワッハ上方の資料展

示の際、あわせてアピールしてくださり、小学生

３組・中学生４組・高校生５組の計 13 組が出場し

ました。 

（第１回・第２回の動画を上映） 

第１回はとても心配だったのですが、約 90 名の

来場者の温かい目と参加コンビの熱意ある舞台に、

会場は笑いにつつまれました。第２回は来場者も

増え、笑いの渦に満たされました。小学生や中学

生とかいろいろな層が出場してくれたので、また

ちょっとかわった雰囲気でした。 

どのコンビも一生懸命でみんなに賞をあげたい

ととても審査は難航しました。取り上げている本

もバラエティに富んでいました。来場者の感想も、

「大阪的な新しい催しでよかった」など好意的で、

高齢の方も参加し、今の若者を見なおしてくれた

のがよかったかと思っています。出場者のほうも、

「楽しかった」という感想が多かったのと、「また

出場したい」という言葉ももらいました。 

２回のグランプリを通して、10代の人に読書へ

の関心を持ってもらおうという当初の目的は達成

できたかと思っています。友人といっしょに本に

ついて話をする機会を持ち、笑ってもらうために

題材を読み込むとか、おもしろく聞かせることで

コミュニケーション力がつくとか、漫才をするこ

とでいろんな力ついたのではないかと思います。

でも、なによりも一番の成果としては、参加して

くれたみなさんに読書の魅力を伝え、それをみん

なと共有するのは楽しいことだということを味わ

ってもらえたことではと思っています。 

10 代向けの新しいサービスということで、文科

省の図書館実践事例集「様々な利用者へのサービ

ス」の一例として取り上げられました。地元の学

校からも申し出があり、市内の小中学校で書評漫

才講座やワークショップを開催しました。今後も

引き続き、このイベントを充実させ、それととも

に学校での講座など外に出ていくことも続けまし

て、10代の人たちに読書の楽しさを伝える取り組

みを広げたいと思っています。 

 



5 

 

― 意 見 交 換 ― 

 

【学識経験者からの助言】 

久 隆浩（近畿大学教授） 

３つの発表はばらばらな内容に見えて、いろん

なものとコラボしていくということで、ひとつ骨

子が通っていると思えました。 

書評漫才というとワッハ上方とコラボをする、

これは漫才ということでコラボせざるを得なくな

ったということでしょうが、今まで別々に活動し

ていた図書館とワッハ上方がくっついて、さらに

幅が広がっています。コラボするのは、やってみ

るとそんなに簡単なことではありません。そのし

んどさを乗り越えて、お互いのメリットが見えて

くるのではないかと思います。 

上町中学校の場合はいろんな方々がいて、案外

コラボはやりやすいのではないかと思いますが、

それでも興味関心が違う方々が繋がっていくには

誰かがコーディネートしていかないといけないで

しょう。 

イマジンの演奏を聞きながら、訳を読み語りす

ることで、英語の動機づけにもなるのではないか

と思います。音楽好きな子が英語の訳を聞いて、

「あっ、こういう深い意味があるのか」と知って、

「じゃあ英語勉強すると、そういうことが見えて

くるんだな」と繋がってきます。体育会系で、ほ

とんど本を読まない子も長谷部選手の本は読みま

す。ワールドカップサッカーで活躍した彼のスポ

ーツに対する思いは、やはりスポーツやっている

人たちにとってはすごく共感を覚えるものがある

のです。テーマ関心によって、話題を提供すれば、

いろんな機会があるのではないでしょうか。 

パンジーおはなし会も、子どもたちが小学校に

行けば参加者になり、お母さん方もボランティア

になってくれる可能性もでてきます。大人が読む

よりも子どもが読んだら、あのお兄ちゃんお姉ち

ゃんみたいになってみたいとか、友だちのように

なってみたいと、子どもから子どもへ繋がってい

きます。高校生がもう一度戻ってきてくれるとい

う話もありましたが、大きくなったら今度はその

子がボランティアになってくれるという可能性も

あります。そういう意味では子どもさんとずっと

繋がっていくのは重要かと感じます。やってみた

らなんとかなるという気がするので、もっと他の

ところでもチャレンジしていただければ有難いと

思います。 

 

村木美紀（同志社女子大学准教授）  

私は専門が図書館情報学であり、大学では主に

司書課程とか司書教諭課程科目を担当しておりま

すが、学芸学部情報メディア学科の所属なので、

それ以外にもメディア論を教えています。子ども

とメディアの関わりについて最近研究しており、

しかも、いちばんの専門がヤングアダルト（以下

YA）サービスということで、なかなかマイナーで

はありますが、それで今日呼んでいただいたかと

思うので、ちょっとその広い観点からお話をした

いと思います。 

今日のご報告の中では３つあるうち、報告１が

中学生、報告３が 10代でということで、珍しく

YA比率が高い報告です。いつも YAがもっとも少

ないのです。 

まず、図書館がぶれていますね。ティーンズっ

て言ってみたり、ヤングって言ってみたり、10代

と言ってみたり、統一されていません。その設定

がはっきりしておらず、同じホームページの中で

も統一がないです。 

ボランティアも図書館や地域のホームページを

よくご覧になるかと思います。ですが、今日ご報

告いただいたグループについても、図書館のサイ

トで検索してもでてきません。ボランティアの活

動について、図書館のホームページにはでてない

のはなぜなのかと思います。 

また、ホームページのデザインが今ひとつ面白

くないです。大阪市立図書館のトップページでも

YAのサイトを探してみようかと、スクロールし



6 

 

ていくと、左側に、障がい者サービス・ボランテ

ィア・学校支援などがあります。右側のフレーム

に、まちかど号と OneBookOneOSAKAとともに

ティーンズのページがあります。さらにここのバ

ナーだけかと思うと、読書推進活動の中にティー

ンズのページがあります。非常にデザイン的にも

見にくいわけです。さらに、こどものページがあ

りません。YAイコール読書だけでないのに読書

の中に埋もれていて、さらに前はこの下に学校支

援のサイトという括りがあったと思いますが、そ

れがなくなって、左側にあったりして、対象別な

のか、団体を対象にしたサービスなのか、デザイ

ンとしてもわかりにくいです。図書館は情報発信

の拠点なのに、その情報発信が下手では、残念な

がら響きません。 

図書館とボランティア、学校との三者の連携が

見えないのです。今日の発表のなかでも、どんな

立場とか、どんな位置付けでどう関わっていくか、

具体的な報告がありませんでした。あまり繋がっ

てないのか、ウェブ上でも存在が確認できません。

それぞれが頑張っている感じです。 

と言うのも、私は 2003年度から大阪市立の学

校の先生を対象にした司書教諭講習の講師を務め

させていただいています。70～80人の現職の大阪

市の小中高の先生が受講されます。そこで私が、

たとえば、読書の話をすると、学校の先生は子ど

もの読書活動推進に関する法律も、子ども読書の

日も知りません。子ども読書の日には関係団体や

事業者が趣旨にふさわしいイベントなどを実施す

るようにということが法律で決められていても、

学校ではされていません。図書館ではどうです

か？気付かれてないし、知られていません。文字

活字文化振興法も同様で、文字・文字文化の日の

10月 27日は読書週間が始まる日、読書週間は秋

にある程度しか知りません。さらに図書館で、学

校向きの「図書館利用の手引き」を作成し、校長

会で配布されていますが、校長先生は下に降ろし

ていません。毎年約 80名ぐらいの先生方に対し

て「利用の手引きがあるのを知ってますか？学力

向上ラインに図書館ラインがあるのを知ってます

か？」と聞いても知っているのは３～４人ぐらい

です。子ども読書の日よりはちょっと知られてい

るぐらいです。図書館の発信している情報が行き

渡らず、ボランティアは報告会とか勉強会とか研

修会までやって図書館と関わっているのに、うま

く噛み合ってないのです。それぞれがスタンドア

ローンで頑張っている感じなので非常にもったい

ないと思うわけです。これだけそれぞれはやって

いるのだから、もう少しうまく連携を取って、情

報の共有ができないかと思います。 

今日の発表の中で私が面白いなと思ったのは、

書評漫才グランプリです。これはほんとに大阪だ

から成立していると思います。ビブリオバトルは

いろいろな図書館が行おうとしていますが、人が

集まりません。プレゼンターが集まらないのです。

みんなちょっと興味があって見にきたりはします。

大阪の場合は広報をすごく頑張ったという報告が

ありましたが、ちゃんと小学生から高校生まで参

加して盛り上がっているのがいいと思いました。

ただ、ホームページの紹介動画のダウンロードが

とても遅いです。せっかく本を取り上げているの

に、画像が粗くて、書名も見えません。動画を流

すのなら、背景に書影を出したり、プロジェクタ

ーで「今この本やってますよ」という情報を流し

たり、今このコンビが紹介している本についての

文字情報をちゃんと見切ることができる形で入れ

るだけでも繋がると思います。本の情報をインプ

ットしないともったいないです。 

ビブリオバトル系の非常に面白い事例を間接的

ですけれど見たことがあります。YAサービスの

海外の事例を知る目的で、IFLA国際図書館連盟

が主催している大会が毎年開催されます。デンマ

ークやスウェーデンに行くと驚くのが、ビブリオ

バトルのようなイベントを、本だけでなく、YA

自身がその本に関係する衣装・アイテムを持って

きたり、自分もなりきって自分でスライドを作っ

たり、音楽を流したり、あらゆるメディアで紹介

してバトルするというようなことをやっています。
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北欧は夜が長くて冬が長く、家の中でいかに楽し

く過ごすかということで、複数のメディアを限り

なく楽しんでいます。大阪もこのように押してい

くといいのではないかと思います。 

皆さん、SLA（全国学校図書館協議会）と毎日

新聞が毎年読書調査を行っているのをご存知でし

ょうか。学校読書調査が『学校図書館』の毎年 11

月号に掲載されます。小学校４年生から高校３年

生までの９学年男女別に、読んだ本の冊数やどん

な本や雑誌を読んだかなどの調査をしています。

その今年分の調査はまだ報告されていないので、

昨年 11月調査を最新として見ると、中高生の読

んだ本はメディアミックス作品ばかりです。メデ

ィアには垣根がありません。高校生は音楽を楽し

んでいるという報告がありますが、音楽の歌詞か

ら世界観を膨らませて、小説になっているのをご

存じですか。そのような作品が高校生ではランク

インしています。それから、アニメ化されている

ライトノベルというのが非常に多くランクインし

ています。女子はおませなのか、有川浩が大好き

で、映像化されているものなら「こんな重たいも

の読むか」と思うような『八日目の蝉』などもラ

ンクインします。『告白』や東野圭吾作品も読んで

います。特に図書館現場の方は、この辺が人気だ

なって意識はあると思いますが、なぜ人気なのか

という分析をしたことがあるかということをお尋

ねしたいです。 

この全国学校図書館協議会の先ほどの調査では、

毎年違う付帯調査があって、2010年には読書に対

する意識調査というのを行っています。そこで、

「読書を好きな人をどう思うか」と聞いています。

「頭がよい」とか、「まじめ」とかが１位２位にき

ます。次に小学生だと「頼りになる」です。とこ

ろが中高生の実態では、「暗い」です。「本好きな

やつは暗くてイケてない」と思われてます。また、

子どもたちに「どうすれば今よりもっと自分は本

を読むようになりますか」という質問をしていま

すが、中高生の１位の回答が衝撃です。図書館の

皆さん、心して聞いてください。１位は「値段を

安くする」です。つまり中高生は、「本は買って読

むものだ」と思っているのです。図書館はタダだ

し、学校図書館もあるし、公立図書館も地域にあ

るにもかかわらずです。「タダですよ」というアピ

ールをなぜしないのでしょう。目立つ宣伝をして

いただきたいです。 

YAは、YAだけで基本ネットでつながっていて、

大人・図書館・学校・地域が繋がれてない現状が

はっきりわかります。YAサービスの読書を考え

るときは、メディアとの関わりとか、彼・彼女た

ちの興味とか関心とかについてももう少し知って

いただくと違ってくるのではと思います。 

少し長くなりましたが、以上です。ありがとう

ございました。 

 

佐阪陽子（大阪市 PTA 協議会研修委員長） 

皆さまが日々、小学校や幼稚園や保育所へ出向

いていただいて、愛情こもるひとときを作ってく

ださっていることに、心からお礼を申し上げたい

と思います。本当にありがとうございます。 

私は小学校今６年生の３番目の子がいるのです

が、この子の入学時に、小学校の図書館ボランテ

ィアに所属し、クラスで読み聞かせをして、楽し

く、またちょっと汗をかきながらの時を過ごして

います。最近はＰＴＡの応援ばかりしてしまって、

図書館の読み聞かせのほうがおろそかになり、本

当にみなさんには申し訳ないのですが、ここにい

らっしゃる皆さま、また皆さまの区に所属してお

られる方々の愛情と情熱に支えられ、この事業に

深く深く感じている次第です。今日も朝から天気

も良くないなか、皆さんが集まって、このような

真剣な討議をしてくださって、心から感動してお

ります。先ほど事例報告をしてくださった学校の

みなさま、また図書館の関係者の方々も長くご準

備いただいて、この素晴らしい成果に繋げてくだ

さってることに、感謝をするとともに、すべての

地域でも、それぞれの地域の状況に合わせた心を

こめた施策をしてくださっていると思っておりま

す。 
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私自身は子どものときに、クラスで２番目くら

いにおとなしくて、雨の日などクラスの中の学級

文庫の本を読んで、その本の中の世界で静かに癒

されているおとなしい子でしたが、最近はマイク

を持ってしゃべることも平気になってまいりまし

た。いろいろな子がいると思います。私のように

おとなしいタイプの子がいれば、サッカーやバレ

ーボールなどどんどん外に出てきて、本読むのは

鬱陶しいような子もいるかもしれません。それぞ

れの子がそれぞれの人生の可能性を持っているな

かに、本の力というのはまたいろいろ可能性を秘

めているのではないかと思います。 

皆様がこうやって事業をスタートされてから、

長く活動されている方も、短い方もいらっしゃる

と思います。立ち上げた当初は多くの方が大変情

熱を持って、力を寄せてくださったと思います。

継続していく中でさまざまな課題が見えてきます。

相性の問題という一言で、どう乗り越えていった

らいいのかというような場面もあります。最近は

資金の課題が大きく皆さまの肩にのしかかってい

る場合もあると思います。それぞれのご家庭と皆

さまのお身体の健康の点に関しては、どうかご無

理をなさらないで、皆さま方がいつも笑顔で取り

組んでくださいますようにお願いいたします。子

どもたちのこれからの人生で言葉の力が、生きる

力となって沁み込んでいくことは間違いないと思

っておりますので、これからもどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

柳本真知子（大阪市生涯学習推進員協議会運営

委員長） 

子どもたちが本を読むことで、さまざまな世界

との出会いがあり、自分で考える力、解決する力

が大切だと思っています。そのためには図書館の

本が大事です。子どもたちが接した本によって、

本は楽しいもっと読みたいと思う本に出会うこと

が、さらに読書に親しむという方向性に行ったら

いいなと思います。今日、３つの報告を聞かせて

いただきまして、本当に素晴らしい活動をされて

おられます。そのためにはみなさんの活動も大切

ですし、また保護者が子どもたちにどのように接

するかということも大切です。各小学校にありま

す生涯学習ルーム事業で、私たちがやっているこ

とには、地域連携支援事業やはぐくみネットなど

があり、他の事業との連携した取り組みも広げて

います。同じ学校を拠点とする学校図書館活性化

事業との連携も今後さらに強めていきたい、いけ

たらなと思っています。私たち生涯学習推進員と

ボランティアのみなさんと一緒にできることがあ

れば、協力していきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

吉田典子（大阪市生涯学習推進員協議会副運営委

員長） 

 ３つの報告を聞かせていただいて、テレビで『日

本むかしばなし』ってありましたね、子どもたち

と毎週楽しみに観ていたんですけど、根本はそこ

かなという気がしました。どのお話を聞かせてい

ただいても、なにか心の底から、ほわんとするよ

うな、それが大事なのかなという気はします。 

私たち生涯学習推進員でも同じように図書ボラ

ンティアの方々とコラボさせていただきまして、

合間で読み聞かせをしていただいたり、学校では

折り紙なども一緒にやってみたりと、いろいろさ

せていただいています。昔と違って、最近は子ど

もたちから「図書館で本借りてきたよ」と、よく

耳にします。中学校の先生のお話を聞かせていた

だいても、やはり本を借りる回数が増えたように

思っています。これからも私たち生涯学習推進員

たちも一緒にどんどんコラボしていけたらなと思

います。今日はどうもありがとうございました。 

 

磯中ミツ子（大阪市生涯学習推進員協議会副運

営委員長）  

 ３つの事例発表のなかの感じたことをお話させ

ていただきたいと思います。上町中学校の発表に

は学校元気アップ事業を通して、言語力育成、学

習活動支援を目標に学校図書館を開放して、読み
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語りを呼び掛けたところ、４年目を迎えた今現在

も 20人以上も参加しているということです。その

中で感じたことは、子どもに何かを伝えようとす

る強い気持ちが子どもの心を動かすことに繋がる

ことと思いました。そんな強い愛情を持って、こ

れからもまた頑張っていきたいと思いました。「パ

ンジーおはなし会」のグループが、ジュニアによ

るお話の会を立ち上げたということは素晴らしい

ことだと思いました。子どもの成長にも役立って

いて、私も何かこういうことができたらいいと感

じました。また、書評漫才グランプリの取り組み

は、本を話題にした漫才の面白い取り組みだと思

いました。本の読み聞かせも、本に親しむこと、

継続することが大事だと感じております。 

 本当に今日はありがとうございました。以上で

ございます。 

 

事務局（図書館） 

先ほどボランティアページについて村木先生か

ら厳しいご意見をいただきましたので補足します。

図書館のホームページの中に「ボランティアペー

ジ」を６月、つい最近開設したばかりです。今の

ところは図書館から発信するボランティア講座な

どの情報が主になっているのですが、いずれここ

のページを充実していく計画で来年度に向けて準

備をしています。例えば、ボランティア専用のペ

ージを作って、その情報を見ていただけるとか、

いろんな各区のボランティアの紹介とか、そのよ

うなページを作っていきたいと考えております。 

 その他、各区の図書館のページでの情報発信も

できるところから工夫していきたいと考えており

ます。また、ボランティアの皆さまにご意見をう

かがいながらページの充実を図っていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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調査月：平成２５年３月
対　象：大阪市立全小学校２９９校（郊外校を含む）

１．学校図書館支援ボランティアの人数

ボランティア人数合計 3482 名
１校あたり平均 11.6 名

ボランティア人数（名）
0～4 68 校
5～9 71 校
10～14 68 校
15～19 37 校
20以上 55 校

２．取組内容（複数回答あり）

学校図書館の開館 233 校

書架の整理･配置換え 238 校

図書の修理 239 校

館内のディスプレイ 168 校

図書の展示・おすすめ本
等の紹介

155 校

図書館だより･ボランティ
アだより等の発行

97 校

電算化のためのバー
コード装備等

20 校

授業時間を使った読み
きかせ等

101 校

授業時間以外を使った
読みきかせ等

214 校

その他 31 校

767

平成２４年度学校図書館活性化事業最終報告
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図書の修理 

館内のディスプレイ 

図書の展示・おすすめ本

等の紹介 

図書館だより･ボランティア

だより等の発行 

電算化のためのバーコー

ド装備等 

授業時間を使った読みき

かせ等 

授業時間以外を使った読

みきかせ等 

その他 

校 

取組内容（複数回答あり） 
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３－１．授業時間以外の開館状況（全体）

開館回数(週当たり)

合計 1122 回
平均 3.8 回

1～2回 163 校
3～4回 58 校
5～6回 38 校
7～8回 10 校
9回以上 21 校
開館なし 9 校

299

開館時間帯(複数回答あり)

始業前 29 校
業間の休み時間 105 校
昼休み 199 校
放課後 58 校
その他 27 校

1～2回 
55% 

3～4回 
19% 

5～6回 
13% 

7～8回 
3% 

9回以上 
7% 

開館なし 
3% 

開館回数（週当たり） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

開館なし 

29 

105 

199 

58 

27 

0 100 200 300

始業前 

業間の休み時間 

昼休み 

放課後 

その他 

校 

開館時間帯（複数回答あり） 
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３－２．授業時間以外の開館状況（ボランティアによる開館状況）

172 校
119 校

※授業時間以外に開館している291校の回答

開館回数(週当たり)

合計 338 回
平均 2.0 回
※開館にボランティアが関わっている172校の回答

1～2回 127 校
3～4回 23 校
5～6回 17 校
7～8回 3 校
9回以上 2 校
※開館にボランティアが関わっている172校の回答

開館時間帯(複数回答あり)

始業前 16 校
業間の休み時間 52 校
昼休み 91 校
放課後 51 校
※開館にボランティアが関わっている172校の回答

開館にボランティアが関わっている
開館にボランティアが関わっていない

1～2回 
74% 

3～4回 
13% 

5～6回 
10% 

7～8回 
2% 

9回以上 
1% 

開館回数（週当たり） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

16 

52 

91 

51 

0 50 100

始業前 

業間の休み時間 

昼休み 

放課後 

校 

開館時間帯（複数回答あり） 
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４－１．課業外の開館状況（全体）

開館した 281 校
開館しなかった 18 校

開館状況（複数回答あり）

夏休み 281 校
冬休み 10 校
春休み 6 校
土曜 4 校
日曜 0 校
※開館した281校の回答

215

開館時間(年間合計)

合計 208567 分
平均 742.2 分
※開館した281校の回答

1分以上400分未満 98 校
400分以上800分未満 72 校
800分以上1200分未満 62 校
1200分以上1600分未満 20 校
1600分以上2000分未満 19 校
2000分以上 9 校
未回答 1 校

281
210

開館回数(年間合計)

合計 1796 回
平均 6.3 回
※開館した281校の回答

1～2回 40 校
3～4回 62 校
5～6回 47 校
7～8回 46 校
9回以上 86 校
開館なし 17 校

281 

10 

6 

4 

0 

0 100 200 300
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春休み 
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日曜 

校 開館状況（複数回答あり） 
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400分未満 

35% 

400分以上

800分未満 

26% 

800分以上

1200分未

満 
22% 

1200分以

上1600分

未満 
7% 

1600分以

上2000分

未満 
7% 

2000分以

上 

3% 未回答 

0% 

開館時間（年間合計） 1分以上400分

未満 

400分以上800

分未満 

800分以上

1200分未満 

1200分以上

1600分未満 

1600分以上

2000分未満 

2000分以上 

未回答 

1～2回 
13% 

3～4

回 
21% 

5～6回 
16% 

7～8回 
15% 

9回以上 
29% 

開館なし 
6% 

開館回数（年間合計） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

開館なし 

16



４－２．課業外の開館状況（ボランティアによる開館）

142 校
139 校

※開館した281校の回答

開館状況（複数回答あり）

夏休み 139 校
冬休み 7 校
春休み 6 校
土曜 4 校
日曜 0 校
※開館にボランティアが関わっている142校の平均

開館時間(年間合計)

合計 810 分
平均 5.7042 分
※開館にボランティアが関わっている142校の平均

1分以上400分未満 55 校
400分以上800分未満 32 校
800分以上1200分未満 34 校
1200分以上1600分未満 8 校
1600分以上2000分未満 10 校
2000分以上 2 校
未回答 1 校
※開館にボランティアが関わっている142校の平均

92

開館回数(年間合計)

合計 810 回
平均 5.7 回
※開館にボランティアが関わっている142校の平均

1～2回 28 校
3～4回 31 校
5～6回 25 校
7～8回 25 校
9回以上 33 校
※開館にボランティアが関わっている142校の平均

開館にボランティアが関わっている
開館にボランティアが関わっていない

139 
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4 

0 
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満 
24% 

1200分以

上1600分

未満 
6% 

1600分以

上2000分

未満 
7% 

2000分以

上 

1% 

未回答 

1% 

開館時間（年間合計） 

1分以上400分未

満 

400分以上800分

未満 

800分以上1200分

未満 

1200分以上1600

分未満 

1600分以上2000

分未満 

1～2回 
20% 
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5～6回 
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9回以上 
23% 
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5～6回 
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５．事業実施前後を比較して、児童は本をよく読むようになりましたか。

105 校
178 校
16 校

５－１．その理由（複数回答あり）

122 校
146 校
198 校

6 校

よく読むようになった

　●　読書の木・挿し絵の展示等

どちらかというと読むようになった
変化はなし

学校図書館の開館時間が増えたから
学校図書館の環境がよくなったから
読み聞かせ等によって、児童が本に興味を持つようになったから
その他

【その他の意見】

　●　言語力の向上をテーマに
　　　校内研究に取り組んだ。
　●　人気がある本を丁寧に
　　　修理していた。

　　　１人１冊１ヶ月本を借りた。

　　　の図書委員会の取組。
　●　朝読書の取り組みを充実
　　　させた。
　●　お話し会、ボランティアに
　　　よる読み聞かせの実施。
　●　地域図書館から各学級で

よく読むよ

うになった 

35% どちらかと

いうと読む

ようになっ

た 

60% 

変化はなし 

5% 

事業実施前後を比較して、児童は 

本をよく読むようになりましたか 

よく読むように

なった 

どちらかというと

読むようになっ

た 
変化はなし 

122 
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6 

0 100 200 300

学校図書館の開館時

間が増えたから 

学校図書館の環境が

よくなったから 

読み聞かせ等によっ

て、児童が本に興味

を持つようになった… 

その他 

児童の読書量の変化（理由） 

校 
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６．事業実施前後を比較して、学校図書館での貸出冊数は増加しましたか。

増加した 219 校
減少した 0 校
変化はない 80 校
未検証 0 校

増加した 

73% 
減少した 

0% 

変化はな

い 

27% 

未検証 

0% 
貸出冊数の変化 

増加した 

減少した 

変化はな

い 
未検証 
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調査月：平成２５年１１月
対　象：大阪市立全小学校２９９校（郊外校を含む）

１．学校図書館支援ボランティアの人数

ボランティア人数合計 3464 名
１校あたり平均 11.6 名

ボランティア人数（名）
0～4 61 校
5～9 88 校
10～14 62 校
15～19 36 校
20以上 52 校

299

２．取組内容（複数回答あり）

学校図書館の開館 236 校

書架の整理･配置換え 238 校

図書の修理 245 校

館内のディスプレイ 179 校

図書の展示・おすすめ本等
の紹介

167 校

図書館だより･ボランティア
だより等の発行

101 校

電算化のためのバーコード
装備等

49 校

授業時間を使った読みきか
せ等

104 校

授業時間以外を使った読み
きかせ等

218 校

その他 21 校

767

平成２５年度学校図書館活性化事業中間報告

61 

88 

62 

36 

52 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0～4 5～9 10～14 15～19 20以上 
人 

校 
学校図書館支援ボランティアの人数 

236 

238 

245 

179 

167 

101 

49 

104 

218 

21 

0 100 200 300

学校図書館の開館 

書架の整理･配置換え 

図書の修理 

館内のディスプレイ 

図書の展示・おすすめ本等

の紹介 

図書館だより･ボランティアだ

より等の発行 

電算化のためのバーコード

装備等 

授業時間を使った読みきか

せ等 

授業時間以外を使った読み

きかせ等 

その他 

校 

取組内容（複数回答あり） 
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３－１．授業時間以外の開館状況（全体）

開館回数(週当たり)

合計 1278 回

平均 4.5 回

※授業時間以外に開館している 287 校の平均

1～2回 118 校

3～4回 58 校

5～6回 65 校

7～8回 12 校

9回以上 34 校

開館なし 12 校

299

開館時間帯(複数回答あり)

始業前 25 校

業間の休み時間 108 校

昼休み 207 校

放課後 61 校

その他 20 校

※授業時間以外に開館している 287 校の回答

1～2回 
40% 

3～4回 
19% 

5～6回 
22% 

7～8回 
4% 

9回以上 
11% 

開館なし 
4% 

開館回数（週当たり） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

開館なし 

25 

108 

207 

61 

20 

0 100 200 300

始業前 

業間の休み時間 

昼休み 

放課後 

その他 

校 

開館時間帯（複数回答あり） 
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３－２．授業時間以外の開館状況（ボランティアによる開館状況）

134 校
153 校

※授業時間以外に開館している 287 校の回答

開館回数(週当たり)

合計 297 回

平均 2.2 回
※開館にボランティアが関わっている 134 校の平均

1～2回 102 校

3～4回 11 校

5～6回 14 校

7～8回 3 校

9回以上 4 校
※開館にボランティアが関わっている 134 校の回答

開館時間帯(複数回答あり)

始業前 18 校
業間の休み時間 18 校
昼休み 89 校
放課後 53 校

※開館にボランティアが関わっている 134 校の回答

開館にボランティアが関わっている
開館にボランティアが関わっていない

1～2回 
76% 

3～4回 
8% 

5～6回 
11% 

7～8回 
2% 

9回以上 
3% 

開館回数（週当たり） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

18 

18 

89 

53 

0 50 100

始業前 

業間の休み時間 

昼休み 

放課後 

校 

開館時間帯（複数回答あり） 
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４－１．課業外の開館状況（全体）

開館した(する予定） 274 校

開館しなかった 25 校

開館状況（複数回答あり）

夏休み 273 校

冬休み 13 校

春休み 6 校

土曜 4 校

日曜 1 校

※開館した(する予定）の 274 校の回答

215

開館時間(年間合計)

合計 265380 分

平均 968.5 分

※開館した(する予定）の 274 校の平均

1分以上400分未満 57 校

400分以上800分未満 65 校

800分以上1200分未満 61 校

1200分以上1600分未満 57 校

1600分以上2000分未満 20 校

2000分以上 14 校

210

273 

13 

6 

4 

1 

0 50 100 150 200 250 300

夏休み 

冬休み 

春休み 

土曜 

日曜 

校 
開館状況（複数回答あり） 

1分以上400

分未満 
21% 

400分以上

800分未満 

24% 

800分以上

1200分未満 

22% 

1200分以上

1600分未満 

21% 

1600分以上

2000分未満 

7% 

2000分以上 

5% 

開館時間（年間合計） 1分以上400分

未満 

400分以上800

分未満 

800分以上1200

分未満 

1200分以上

1600分未満 

1600分以上

2000分未満 

2000分以上 
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開館回数(年間合計)

合計 1940 回

平均 7.1 回

※開館した(する予定）の 274 校の平均

1～2回 36 校

3～4回 50 校

5～6回 42 校

7～8回 57 校

9回以上 89 校

開館なし 25 校

４－２．課業外の開館状況（ボランティアによる開館）

149 校

125 校

※開館した(する予定）の 274 校の回答

開館状況（複数回答あり）

夏休み 145 校

冬休み 11 校

春休み 6 校

土曜 3 校

日曜 1 校

※開館にボランティアが関わっている 149 校の回答

開館にボランティアが関わっている

開館にボランティアが関わっていない

1～2回 
12% 

3～4回 
17% 

5～6回 
14% 

7～8回 
19% 

9回以上 
30% 

開館なし 
8% 

開館回数（年間合計） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

開館なし 

145 

11 

6 

3 

1 

0 50 100 150 200

夏休み 

冬休み 

春休み 

土曜 

日曜 

校 

開館状況（複数回答あり） 
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開館時間(年間合計)

合計 121965 分

平均 818.6 分

※開館にボランティアが関わっている 149 校の平均

1分以上400分未満 42 校

400分以上800分未満 34 校

800分以上1200分未満 36 校

1200分以上1600分未満 22 校

1600分以上2000分未満 10 校

2000分以上 5 校

※開館にボランティアが関わっている 149 校の回答

92

開館回数(年間合計)

合計 934 回

平均 6.3 回

※開館にボランティアが関わっている 149 校の平均

1～2回 28 校

3～4回 26 校

5～6回 25 校

7～8回 27 校

9回以上 43 校

※開館にボランティアが関わっている 149 校の回答

1分以上400

分未満 

28% 

400分以上

800分未満 
23% 

800分以上

1200分未満 

24% 

1200分以上

1600分未満 
15% 

1600分以上

2000分未満 

7% 

2000分以上 

3% 

開館時間（年間合計） 

1分以上400分未満 

400分以上800分未

満 

800分以上1200分

未満 

1200分以上1600分

未満 

1600分以上2000分

未満 

2000分以上 

1～2回 
19% 

3～4回 
17% 

5～6回 
17% 

7～8回 
18% 

9回以上 
29% 

開館回数（年間合計） 

1～2回 

3～4回 

5～6回 

7～8回 

9回以上 

25



５．学校図書館の蔵書管理の電算化

74 校

225 校

電算化の開始時期

34 校

15 校

9 校

9 校

7 校

市販のパッケージソフトの活用状況

65 校

9 校

電算化していない

市販のパッケージソフトの活用している

活用していない

電算化をしている

今年から

未回答

昨年から

３～５年前から

５年以上前から
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平成24年度　大阪市立図書館子ども読書活動推進関係事業まとめ（平成25年4月1日現在）     27/2

幼稚園 保育所
その他子育
て支援施設

幼稚園 保育所
その他子育
て支援施設

図書館たんけん隊！ 78

おはなしたのしいでぇ！In大阪2012 4,041

One Book One OSAKA絵本展 1,214

「ニャーゴのやさしさ、ティラノのおもいや
り」宮西達也講演会

210

えほんの時間　杭全、苅田北（自動車文
庫）

25
えほんの時間　高松、白鷺、同心、北江
口（自動車文庫）

56

北図書館 38 0 0 0 1 0 9 はるのおたのしみかい 50 どんぐりんのラブリーシアター 12 4 4 2 4 2 2 3

都島図書館 34 12 1 1 1 0 12 おはなし影絵をたのしもう 31 - 1 7 2 1 2 0 3

福島図書館 62 1 0 1 1 0 10 ま～るま～るのびっくりばこ 63 絵本のひろば 51 3 8 0 2 8 0 2

此花図書館 23 0 12 1 12 0 9 春の子ども会 15 秋の子ども会 24 1 6 2 1 6 2 3

島之内図書館（中央区） 45 0 0 2 1 0 20 春の子ども会 46 工作教室「いたずらねこをつくろう」 30 7 3 0 7 3 1 3

港図書館 41 0 7 4 0 0 12 春のこども会 26 秋のこどもかい 12 0 6 2 1 6 0 3

大正図書館 27 20 0 0 0 12 48 おはなしボランティア「アナンシ」のこども
会

10 ふわふわのフェルト人形をつくろう 19 6 10 2 1 5 0 3

ぼちぼちのおはなし会 15

講演会「棒物のふしぎ」 12

浪速図書館 50 0 0 1 2 1 12 作って、遊んで人形劇 21 ぐるーぷ　ぬ！劇場 38 2 9 2 2 9 2 3

西淀川図書館 63 18 0 0 2 0 35 パタポン子ども会 23 おはなしを聞いて絵をかこう！ 28 6 10 7 3 15 5 5

淀川図書館 26 11 0 0 0 3 35 むか～し昔あったとさ 7 - 3 14 3 3 7 2 6

工作教室「木の葉や木の実であそぼ
う！」

13

工作教室「いたずら猫をつくろう！」 17

東成図書館 55 3 9 0 1 0 12 絵本びっくり箱 59 秋のおたのしみ会 53 7 5 0 8 10 1 3

秋の子ども会　ぐるーぷ　ぬ！げきじょう 16

工作教室「海のモビール」作りを楽しも
う！

15

旭図書館 54 0 0 0 0 0 12 どんぐりんのラブリーシアター 66 秋のこども会 27 1 7 2 2 10 0 3

城東図書館 38 1 0 2 1 0 12 春のこども会 27 - 2 8 3 2 6 0 5

ちいさな子のためのおたのしみ会 47 くみどりの秋風ライブ 37

でんでんむしのおはなし会 15 ステンシル工作教室 14

阿倍野図書館 51 9 0 1 0 0 34 おはなし大会 83 パネルシアターをたのしもう！ 28 3 4 1 1 3 0 3

くみどりの秋風ライブ 22

どんぐり工作でクリスマスリースをつくろ
う！

27

ねこの人形教室 25

秋のおはなし会 61

東住吉図書館 73 0 0 0 2 1 12 笑う門にはえほんきたる！ 32
えほんひろば「あきかぜはやさしくふいて
…」

41 1 10 5 0 8 2 6

平野図書館 37 10 0 0 11 6 35 キッズシアターかみふうせんのおたのし
み会

96 あそび工房 10 8 13 6 5 12 0 7

西成図書館 53 0 0 0 1 0 11 えほんのひろば 13 るんるん　えほんのひろば 6 3 12 5 3 11 2 5

合計 1,204 122 65 20 58 39 490 1,131 6,252 91 182 63 65 162 23 98

2

幼児期読書環境整備事業

絵本の読み聞
かせ

参加者数内容参加者数内容人形劇

0 10 0

3

11 13 0

.
紙芝居

大阪市図書館フェスティバル（秋）子ども読書の記念事業（春）館内の催し(実施件数)
（子ども読書の記念事業、大阪市図書館フェスティバル含まず） ブックス

タート事業
（実施施設

数）

配本事業（実施施設数） ボランティア派遣（実施施設数）

4

64

156

0 10

1
81

0 0 2 0

乳幼児向け
おたのしみ

会

おりがみ教
室

0 23

ストーリーテ
リング

絵本がいっぱい！

春の子ども会生野図書館

東淀川図書館

住之江図書館

こどもの本の50年をふりかえる

春のおたのしみ会

天王寺図書館

中央図書館（西区）

51

住吉図書館

40 0 0鶴見図書館

77 6

140えほんで遊ぼ！

14

5

7 0

5

6

4

2

3

5

0 34

124

40

1

6

2 6

5 0

7 11

0

0

1

29 12

11 0 10 1

12 0

83 1 2 53114 10

4

5 1

1 5 0

0 0

工作教室

6

75

4

3

5

1

4

2

5 5 3

5

4

2

6

8

6

8

813

6

9

春のおはなし大会

27

2

ぼちぼちのおはなし会＋ミニえほん展 36

6

27



平成24年度　大阪市立図書館子ども読書活動推進関係事業まとめ（平成25年4月1日現在）     28/2

北図書館

都島図書館

福島図書館

此花図書館

島之内図書館（中央区）

港図書館

大正図書館

浪速図書館

西淀川図書館

淀川図書館

東成図書館

旭図書館

城東図書館

阿倍野図書館

東住吉図書館

平野図書館

西成図書館

合計

.

生野図書館

東淀川図書館

住之江図書館

天王寺図書館

中央図書館（西区）

住吉図書館

鶴見図書館

10 2,459 10 23 4 0 4 1 8 60 3月27日 4

12 4,355 8 18 2 1 5 1 9 82 2月22日 3

12 2,164 8 22 17 0 2 0 9 28 2月26日 1

7 1,865 5 10 2 0 1 0 9 61 2月27日 4

5 1,786 6 11 15 0 3 2 8 82 3月12日 1

10 1,664 13 10 52 1 7 1 5 45 3月7日 2

10 1,399 12 25 59 0 2 0 0 0 3月27日 2

11 835 9 10 44 0 1 0 5 18 2月6日 1

10 2,372 14 19 172 0 2 0 4 30 3月5日 5

16 7,535 9 24 7 1 2 0 11 68 3月27日 10

13 2,426 10 31 6 0 5 0 1 14 3月28日 1

11 2,699 11 18 16 0 5 0 8 78 2月5日 3

13 4,034 13 20 7 0 3 0 4 54 3月15日 9

9 2,767 10 31 51 1 5 1 9 83 2月7日 5

18 4,490 7 23 16 1 7 1 6 56 3月15日 5

21 4,450 12 16 106 5 9 0 6 60 3月6日 11

9 999 5 11 12 0 8 0 6 46 3月22日 2

307 69,436 248 488 718 13 108 9 170 2,106 107

3月8日

図書館見学

1

自動車文庫
ステーショ

ン数

区の子どもの読書活
動推進連絡会開催日参加者

（延人数）
回数

学校図書館活
性化事業実施

校図書主任会
への参加

3月12日

3月22日

1月9日

平成22年度か
ら全校実施

8

10月12日

3月5日 1

ボランティア養成・ステッ
プアップ

1

0

貸出冊数
団体貸出件
数（校数）

11

12 2,225

13 715

2,941

14

00

021 3,064 13 15

6 6 01

1

17

39

2

13

7710036

3,579 17

8

97 119

2月1日

3月15日

7 72

12

3

4

8

4 35

15 133

906

22,270 15

体験学習
学校図書館
整備支援（校

数）

おはなし会等
読書支援

調べ学習
支援

312

204,107

2615

21

2 016 2,951

15 5

0

0 7 0

7

学校との連携
(件数)

413

25

37 75

28
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幼稚園 保育所
その他子育
て支援施設

幼稚園 保育所
その他子育
て支援施設

「おはなしたのしいでぇ！In大阪」フェス
ティバル

3,336

村上しいこ講演会　本と私と、ねこ 54

図書館たんけん隊！ 54

「おはなしたのしいでぇ！In大阪」講演会
新井満さんの講演と朗読と歌唱の午後

243

えほんの時間（自動車文庫） 18 えほんの時間（自動車文庫） 27

北図書館 39 0 0 0 1 0 9 春のおたのしみ会 48 どんぐりんの人形劇とラブリーシアター 42 4 6 2 4 3 1 3

都島図書館 36 12 1 1 1 0 12 「絵本の会ふぁいと」の春のおたのしみ
会

32 のこぎり音楽と絵本の午後 50 1 6 1 1 2 0 3

福島図書館 61 2 0 1 1 0 11 ま～るま～るのびっくりばこ 27 絵本のひろば 52 3 10 0 2 8 0 3

此花図書館 23 0 12 1 13 0 10 春の子ども会 22 秋の子ども会 25 1 6 2 1 6 2 3

島之内図書館（中央区） 50 0 0 1 0 0 20 春の子ども会 37 工作教室「いたずらねこをつくろう」 28 7 5 0 6 3 1 3

港図書館 52 0 0 2 1 0 11 春のこども会 22 秋のおはなし会 14 0 7 2 1 5 0 3

大正図書館 22 25 0 0 0 12 53 ひまわりの会のこども会 15 さわる絵本をつくってみよう！ 12 6 11 2 2 6 0 3

天王寺図書館 64 1 0 0 4 2 12 ぼちぼちのおはなし会＋ミニえほん展 21 ぼちぼちのおはなし会 13 6 9 0 5 5 0 2

ぐるーぷ　ぬ！劇場 48

ネーチャークラフト 19

西淀川図書館 61 13 0 1 1 0 36 春の子ども会 22 音楽とおはなし 33 4 14 7 2 15 5 5

淀川図書館 26 11 0 0 2 1 36 おはなし　くるりん　パッ！ 41 淀川図書館まつり～おめでとう30周年～ 133 3 13 3 3 7 2 7

工作教室「木の葉や木の実であそぼ
う！」

24

あっつぷっぷ 40

東成図書館 61 5 9 0 1 0 12 おはなしびっくり箱 38 秋のおたのしみ会 30 8 5 1 6 7 2 2

生野図書館 14 0 2 1 7 6 11 春の子ども会 23 秋の子ども会　ぐるーぷ　ぬ！げきじょう 40 8 12 2 3 5 1 7

旭図書館 55 0 0 0 0 1 12 どんぐりんのラブリーシアター 16 秋のこども会 53 1 7 2 2 10 0 3

いろんなことばのおはなし会 14

秋のこども会 17

ちいさな子のためのおたのしみ会 60

でんでんむしのおはなし会 12

阿倍野図書館 51 10 0 1 2 0 36 おはなし大会 68 パネルシアターをたのしもう！ 63 3 6 1 1 3 0 3

おはなしデュオくみどりのおはなし組木 52

おいしい絵本を楽しもう！ 30

どんぐり工作教室「サンタさんのおうちを
作ろう」

46

ねこの人形教室 24

秋のおはなし会 66

東住吉図書館 74 0 0 0 2 0 12 赤ずきんとドロップスとえほんであそ
ぼ！

41 えほんひろば 35 1 9 4 0 9 2 6

おりがみ教室 13

絵本サークル「ぶくぶく」はるのおはなし
会

18

西成図書館 53 0 0 0 3 0 12 るんるん　えほんのひろば 5 るんるん　えほんのひろば 9 3 11 5 3 11 2 5

合計 1,280 125 53 20 74 35 498 1,056 4,806 89 211 59 62 161 26 103

81 2

0 232

49 作って、遊んで人形劇 22

2

春のおたのしみ会

幼児期読書環境整備事業

配本事業（実施施設数） ボランティア派遣（実施施設数）

120 32921

1

大阪市図書館フェスティバル（秋）子ども読書の記念事業（春）館内の催し(実施件数)
（子ども読書の記念事業、大阪市図書館フェスティバル含まず）

10 18
220

50

中央図書館（西区） 198

201浪速図書館

住吉図書館

43 0 0鶴見図書館

絵本を楽しむ東淀川図書館

012

わたしが死ぬことどう思ってるの？－ド
キュメンタリー映画「100万回生きたねこ」
を撮って－

12030

1120 12 33春のこども会

0

152 6

0 36

3

351

城東図書館

28 11 11

75 0

4

2

61

1 53013 12 春のおはなし大会 67

2

ブックス
タート事業
（実施施設

数）
紙芝居

ストーリーテ
リング

絵本の読み聞
かせ

参加者数
おりがみ教

室
工作教室 内容参加者数内容

乳幼児向け
おたのしみ

会
人形劇

くみどりの秋風ライブ 40

506

11

049住之江図書館 絵本であそぼ！ 30 63782

40 901258148001035平野図書館
キッズシアターかみふうせんのおたのし
み会30612

1

635547

12

2407

6

40612

6

6090583

30
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平成25年度　大阪市立図書館子ども読書活動推進関係事業まとめ（平成26年4月1日現在）     30/2

北図書館

都島図書館

福島図書館

此花図書館

島之内図書館（中央区）

港図書館

大正図書館

天王寺図書館

西淀川図書館

淀川図書館

東成図書館

生野図書館

旭図書館

阿倍野図書館

東住吉図書館

西成図書館

合計

中央図書館（西区）

浪速図書館

住吉図書館

鶴見図書館

東淀川図書館

城東図書館

住之江図書館

平野図書館

12 3,002 10 32 17 0 2 0 11 71 3月26日 4

14 2,141 8 20 3 2 8 3 8 44 3月18日 3

12 3,584 8 23 15 1 4 0 6 49 2月25日 1

9 2,934 6 25 0 0 3 0 9 49 3月6日 4

6 1,386 6 5 63 1 8 1 6 49 3月20日 1

9 2,092 12 11 60 1 16 1 5 42 3月25日 2

14 1,495 11 22 137 4 2 0 0 0 3月26日 2

12 4,550 7 22 72 0 0 0 8 79 3月25日 1

12 2,686 12 35 137 2 4 0 11 87 3月4日 5

17 6,785 6 27 14 1 6 0 6 56 3月26日 10

11 2,355 9 21 144 1 21 0 4 51 2月28日 1

10 2,259 4 15 109 3 18 0 10 62 3月18日 3

9 1,579 10 6 11 1 14 0 2 10 3月27日 3

8 2,484 10 28 193 0 12 0 5 53 3月27日 5

16 6,046 5 36 202 4 11 0 9 76 2月25日 5

9 1,246 8 18 91 2 19 1 4 5 5月20日 2

321 84,969 227 538 1,902 39 251 10 168 2,292 107

12月4日4870332671,478

3月14日

3月7日

平成22年度か
ら全校実施

0

0

5 57

616

0

ボランティア養成・ステッ
プアップ

18 3,372

9

28

68,358

1

2

29

13 2,631

97 105 3月7日

12

46 65

44034

9

1

11月18日

2月28日

1616 24 1 958

0 1411 4

16

0

0

6245

30

2111

15 5

図書館見学貸出冊数
団体貸出件
数（校数）

5,768 20

図書主任会
への参加

体験学習
学校図書館
整備支援（校

数）

おはなし会等
読書支援

調べ学習
支援

180

4,22716

17

学校図書館活
性化事業実施

校

自動車文庫
ステーショ

ン数

区の子どもの読書活
動推進連絡会開催日参加者

（延人数）
回数

2

学校との連携
(件数)

2

86

812081163 11月13日

01231182710

92月25日

5,18523 11959 2月19日

7,32616

30
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第2次計画を推進するための重点的取組み（2次計画P34～36）

取組み名 23年度（2011） 24年度（2012） 25年度（2013）
29年度（2017）

目標

市立図書館における
児童書の貸出冊数

（継続・拡充）
2,703,476冊 2,641,490冊 2,563,417冊 2,800,000冊

市立図書館における
13～19歳の年度利用者数

（継続・拡充）
18,962人 18,319人 21,425人 22,000人

学校図書館（小学校）の
週当たり開館回数の増加

（継続・拡充）
4.2回 3.8回 4.5回 5回以上

「読書が好き」な児童・生徒の割合
（「全国学力・学習状況調査」より）

小学校
　全国平均72.6％
　　大阪市66.6％
　
中学校
　全国平均66.6％
　　大阪市56.8％

小学校
　全国平均72.1％
　　大阪市65.4％

中学校
　全国平均70.1％
　　大阪市57.4％

全国平均に

昼休みや放課後、学校が休みの日
に、学校図書館・図書室や地域図書
館を利用しない児童・生徒の割合
 （「全国学力・学習状況調査」より）

小学校
　全国平均31.4％
　　大阪市48.1％

中学校
　全国平均57.9％
　　大阪市72.8％

小学校
　全国平均29.4％
　　大阪市47.3％

中学校
　全国平均58.0％
　　大阪市73.0％

全国平均に

97か所 98か所 103か所 105か所

ボランティア
　　　派遣施設数 250か所 249か所

ブックスタート
　　　実施状況

*参加人数は把握でき
ていない

実施件数1,198件
配布冊数8,205冊

実施件数1,236件
配布冊数8,622冊

市立図書館から小・中学校への
団体貸出

（継続・拡充）
51,424冊 67,413冊 82,010冊 60,000冊以上

「ティーンズのページ」
アクセス数の増加

（継続・拡充）
6,346件 5,964件 7,337件 10,000件以上

読書支援ボランティア数
（継続・拡充）

2,433人 2,533人 2,521人 2,500人以上

「子どもの読書活動推進連絡会」の
開催

（継続）
大阪市、各区年1回以上開催

子育て支援施設での
読み聞かせ
（継続・拡充）

　　　　　　　　　　　　　　　（参考）



平成 25年度 各区 子どもの読書活動推進連絡会 報告 

 

1. 構成メンバー 

ボランティアグループ、区役所（子育て支援担当、生涯学習担当など）、保育所、つどいの

広場、子育て支援センター、子ども・子育てプラザ、幼稚園、小学校、中学校、区社会福祉

協議会など 

 

2. 主な報告 

 

(1) 子育て支援の場での取り組み 

親子フェスタやえほん展などを、子育て支援施設と連携して実施したり、子育て情報誌

に絵本の紹介を掲載するなどの取組みが行われている。 

ブックスタート事業は平成21年の実施方法の変更により参加者数の伸び悩みが課題とな

っているが、3か月児健診でのブックスタート事業啓発活動の効果もあり、徐々にではあ

るが増加の傾向がみられる。 

①子育て支援センターや子ども・子育てプラザ等施設での読書支援活動の広がり 

・子育て情報誌におすすめ絵本の紹介文を掲載。 

・区単位で実施していた「親子のつどい」を中学校区の単位で「子育て支援プロジェ

クト事業」として 5回出張イベントを行った。 

・区役所内で月 1 回サロンを開催。乳幼児の利用が多いので、乳児向けの絵本を増や

した。 

②ブックスタート事業について 

・土曜日に実施している施設ではお父さんの参加や両親揃っての参加も見られる。 

・実施施設によっては申し込みが多く、２部制にしたり、翌月に回ってもらったりし

ている。 

・図書館から遠いところでは、ブックスタート実施施設での絵本の貸出が利用されて

いる。 

 

(2) 学校での取り組み 

①小学校 

・図書館から小学校へは学校逓送便を利用し、一斉読書や調べ学習のための団体貸出

が順調に伸びている。おはなし会の実施回数も年々増加している。 

・絵本の紹介や絵本選びの感想などをお知らせで発行している。 

・給食時の全校放送で、読み聞かせやクイズをしている。 

・新たなボランティアメンバーを募るため、地域への呼びかけなど工夫している。 

・高学年児童が低学年児童に、読み聞かせをしている。 
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②中学校 

学校元気アップ地域本部事業が平成２５年度に全校実施となった。読書活動の推進に

取り組んでいる中学校では、ボランティアや市立図書館と連携・協力しながら、学校図

書館の整備や絵本の読み聞かせが行われている。 

・朝読の効果で、本を読む習慣がついてきた。学校図書館利用が増え、生徒同士で本

について情報交換している姿がみられる。 

・ボランティアが、いろいろなテーマで読み聞かせを行っている。 

・「読書の木」を使って、おもしろかった本や薦めたい本を紹介している。 

 

(3) 地域との連携の場での取り組み 

区役所や地域の施設と、ボランティア、図書館とが連携、協力して実施する絵本展や講座

も増えている。また、読書活動の推進に区が独自に取り組んでいる事業もある。 

・区役所の待合スペースなどに絵本コーナーを設置。 

・幼稚園で中学校の生徒によるおはなし会を実施。 

（区の取り組み） 

［港区］「絵本による読書活動促進スタートアップ事業」（平成 25年度～） 

絵本ひろばの実施、支援、活動を通じて、子どもの読書活動を促進。 

［西淀川区］「にーよん文庫」（平成 26年 2月開設） 

子ども・子育てプラザ、老人福祉センターで開設。つどいシアター、本の読み方、

組み木、エプロンシアターなど、関連の本を紹介。 

［淀川区］「はぐくみ文庫事業」（平成 25～27年度） 

小学校図書館に図書や本棚、パソコンを設置し、読書活動を支援。H25 年度は６校で

スタート。 

［東淀川区］「絵本読み聞かせ事業」（平成 25年度～） 

読み聞かせボランティアの養成。求めに応じてボランティアを派遣。区民から提供

された絵本の貸出。絵本の読み聞かせの習慣を広げ、絵本に親しむ機会を増やす。 
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①①
臣Ｐ竺学ｵ交！=おける言売藝夢許舌重ｂの推亘進息

｢上町中学校と島之内図書館との連携でできたこと」

平成26年７月７日

上町中学校地域コーディネーター

１．はじめに

2.経過

声,．

3.実際の様子

4.今後について
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ｒ言売禿矢言吾ｂＪ－でイ更っブミニ升釜旨本二ｆｌ垣

.ＤＢ

j(i;脳！］ 本

201ＬｌＬ８
'）

柵

）

I』̄

iﾉ１Ｎ

絵本｢あさの絵本」

「しげちゃん」

:ﾉﾄﾞ1絵本｢化さき'１１」
￣￣●｡■■■■￣●●￣｡￣■⑪守一■⑥■■■■●■￣ママ｡｡●の▲'■●■'■◆｡■●･￣￣￣￣U■■,－－￣■■■￣U■｡￣－

絵本｢ねこのせんちよう」

ご－‐■--●●■￣￣申｡￣－￣●●■￣I■1■￣￣￣▲■■■￣甲■■￣￣古■･￣￣■￣■.U■■￣1■￣￣￣⑤字■■■■Ⅱ■■し◇－－●￣■I■I■I■■１■■

絵本｢3びきのイニブタのほんとうの話」

■～-－｡｡－●●ケ－■■■－■●－｡－－■'■'■●■－℃■■■￣￣￣ﾛ■■￣￣￣■ﾛ■￣￣￣￣Ｃい￣￣■￣Ⅱ■￣げヴー￣◆｡￣￣■■ご●寺●●｡

詩｢1本の鉛筆」

行Ill俊太郎/文吉村和敬/写寛
トー■U■■－Ⅱ■－－■■■ＣＣ－ｌ■■'■－■￣●■■■－－－●－－｡￣■￣￣■￣守ＣＣＣ◆｡￣●■￣'■￣￣￣￣￣￣｡●●

室）|：滋/作長芥Ill義史/絵
ら●■■￣⑤■■⑪.■￣－●－▲￣■￣■■守●｡￣巴■■じひ。●▲￣￣￣■￣■￣￣￣￣￣￣￣｡●Ｐ申一ｍ●■■■■■

斎藤隆介/作脳０１ｚ二郎/絵
■■￣Ⅱ■■■￣￣￣￣の●｡■■■■￣●●￣￣■Ⅱ■U■U■■ロ■￣￣｡■■￣■￣￣￣｡■｡｡■￣￣■￣￣￣￣．■■￣’■￣￣￣

マドレーヌ・フロイド/作

木坂涼/訳
◆缶一■■－■－■－■◆●｡－■．■■U■Ｃ－－Ｃ－－－■･■■'￣￣￣▲■￣■￣￣■'￣￣￣■￣‐￣.■■□■￣＝￣●￣￣■

ジョン・シェスカ／文

レイン・スミス/絵

いくしまさちこ/訳

松１１１善三/作(美空ひばりの歌）

2012.214 絵本｢ナヌークの贈りもの」

F典築｢BONES動物の骨格と機能美１

粥 本｢モチモチの木」

絵本「まるまるまるのほん」

金一ｆみすずの「こぶとりじいさん」

星野道夫/署
■●－●●･Ｃ－－－Ｕ■Ⅱ■■U■Ⅱ■－－ＣＣＰＰ■■￣■■'￣一・￣￣￣▲凸巴■■'■ご￣‐◆￣￣■￣●'■￣●￣￣＞の▲￣■

湯沢英治/写真

東野晃典/文･柵成

斎藤隆介/作滝平二郎/絵

エルヴェ・テュレ/作

谷川俊太郎/訳
■Ｕ■■■■￣￣⑤￣句■￣■－１■￣■■￣■,｡￣◆◆￣I■I■I■I■￣￣￣－－-－－－￣￣￣￣￣●●でで■■－Ｃ■■－－－－

2012.5.10 〃|ii島〕ＭB(巻き絵と歌)と

金子みすずの世界

朗読｢開放区2｣より‘あきらめない，

絵本｢どこいったん」

然識絵本｢たのきゅう」

紙芝IlI｢蜘蛛の糸」

■で⑤‐■可一■■●●｡●￣￣－￣●￣●･■■●■・■￣￣￣●－－｡●･■■Ⅱ■□￣■●■■■■■●■Ⅱ■I■I■￣■￣■￣￣￣￣￣■■●￣.■￣￣￣□

絵本｢こつぷ」

と谷川俊太郎の本の紹介

木村拓統/:箸

ジョン・クラッセン/作

長谷jll義史/訳
■■－■■ロ＝■＝‐再一一一一●■I￣￣U■￣￣￣－ＣＱ■￣■■￣Ｐ￣字一一一一▲￣￣■￣』■￣■￣･■￣句一一一一一一▲￣

｣11端誠/作

芥川龍之介/作錦木景山/構成

羽峯邦彦/絵iHii
－－－日－１■■－Ｕ■‐÷-ﾛ‐￣￣■￣￣■■■守一￣￣▲凸一■■■■Ｐ￣宇一一一｡‐▲の■●■I･■ｒ￣￣￣■￣￣■

谷jll俊太郎/文今村昌昭/写真

[「ﾄﾞ弘/監修

｢もこもこもこ」「わたし」

｢あさの絵本｣他

2012.7.5 絵本｢いわしくん」
－ｃ－－①－●■－－，■Ｐ－□－■■－－－－■－－◆●￣■■’■’■￣●￣￣◇ＣＣＣ●◆■■￣￣■￣￣￣￣￣￣￣￣■Ⅱ■U■■■'■■￣￣￣￣￣￣■￣

狂言絵本｢かたつむり」
－－の－の｡■■■■I■U■￣￣￣－⑥■■●■1■守一一■■-－－.■■■■■I■￣寺ちび￣￣￣￣▲●￣￣￣’■●■＝■￣￣●￣￣●￣￣■1■■■￣￣￣

絵本｢おこだてませんように」

ⅡＩ M(｢ｉｉｌｊ」と金ｊらみすずの詩

絵'|x「メアリー・スミス」

菅原たくや/箸
Ｕ■－■￣ﾛ■ｃｃ⑤￣￣■■'■d■■･■'●￣￣⑥￣￣■￣■■●,■－－－ｃｃ￣。■'■●－－－－￣●｡｡－￣￣■￣■￣■＝￣￣

内田鱗太郎/文かつらこ/絵
一一一一■￣■Ｕ■￣■Ｓ－Ｃ￣●￣Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■U■■■－－－－●ウー￣￣'■■I■－⑰－－￣￣－■￣￣●●●⑪●甲一一｡○一－凸

くすのきしげのり／文

石井聖岳/絵
●I■■●－－ひ－▲￣￣汀而一■’■⑪￣－Ｐ■－－￣￣－■●ロロ■■￣■￣￣■●▲●￣●PＣ￣￣--￣￣￣￣￣￣■●￣

｢海の采」「いいこと」ｒＦ帳」
－－n句一一一一■￣■■￣寺守一一一イー‐｡■■■｡■■￣午一｡￣■■●の■●■●･■ごひ｡｡一口￣￣￣￣￣▲●●

アンドレア・ユーレン/作

T一葉茂樹/訳

35



2012.10.25 絵本｢ひるまのおつきさま」

朗読｢サリバン小伝」

「(箙１１Nfの奇跡の人

ヘレン・ケラーl;1伝｣より

絵本｢ねえ、どれがいい?」

ブックトーク‘見'2げてごらん空；

｢すごい夜空の見つけかた」

｢月のえくぼ(クレーター)を見た男

｢星の林に月の船

麻田剛立」

で楽しむ和歌･俳句｣より１句

`火の海に雲の波立ち月の船

ljilの林に漕ぎ隠る見ゆ,

絵'k｢ハグくまさん」

絵ﾉ|x｢どうぶつさいばん

ライオンのしごと」

紙芝居「しょじょじのたぬきばやし」

遠藤湖舟/作

ヘレン・ケラー/箸

今西祐行/訳

ジョン・バーニンガム／作

まつかわまゆみ/i沢

林完次/写真･文

鹿毛敏夫/箸

大岡信/編

(柿本人麻呂）

ニコラズ・オールドランド/作

離合AlXj../＃（

竹|Ｉけ|上喪/作あく弘|者/絵

■￣￣￣￣'■￣￣'■■●￣￣①￣￣￣●￣■■のＰ－－ｂ－－－●－Ｃ◆－－－￣－U■－U■－U■－－－Ｐ'■■■－■■■の●

監修/森やすじ

倉橋達治/作画･美術･仕上

201212.4

琴とのコラボ

｜絵本｢賢者のおくりもの」

絵本｢のみのびこ」

琴の淡奏と紙芝Ｗ泣いたあかおに」

」
グ ＃iih鱈｢六段」

琴減奏と斉IｌＨ

オー･ヘンリー/文

リスベート・ツヴェルガー/画

矢川溌子/訳

谷川俊太郎/文和田誠/絵

紙芝居･･･浜Ｈ１ひろすけ/作

野村たかあき/絵

｢花かげ」

20132.5

キクーとの

コラボ

絵本｢つるにょうぼう」

歌｢まりととのさま」

絵本｢サンカクノニホン

6852の日本島物語」

，ギター演奏と朗読Imagine

絵本｢ふきまんぶく」

ギター籏奏と歌Imagine

矢川澄子/再話赤羽末吉/画
●●￣U■ﾛ■■’Ⅱ■￣■Ⅱ■'■■￣￣’■￣①￣●￣￣￣￣￣｡｡ロ■－●●ヴー－■Ｐ■■■■Ⅱ■－■‐■－－ヶ－－■－巴_守■■■

西条八十/詞

伊勢華子/箸

■■ＣＰ－ＣＣレウ⑰●Ⅱ■■,U■－■･■■￣￣￣■■｡￣■■--■■｡●●￣￣－－け－－■.U■■■巴｡￣▲▲－．‐｡■■●－

ジョン・レノン/詞･曲

田島征三/文と絵
■■￣￣￣￣しｐｃ－￣－－－－￣■■●■'■■■'■■■Ⅱ■■￣￣￣▲■｡◆－－●守寺ちげ－●■■P￣●▲－－●ｃ－Ｐ■－
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絵本｢きょうのそらはどんなそら」ｉふぐだとしお|ふくだあきこ/作
.……………………－－……………………－－－i…………･……………………－－………－

絵本「これは本」ｉレイン・スミス/作青lll南/択
一一……………………－－－…－……………….i･…－－－－－－－．－－－…･－……･…

Ｌ111脳ﾉ□拙浜IIj災’|'|Ⅱ次｢心のlfJz鯖!」2007ｲ1:７月301]の［1維新l1I1より

絵本「〈るまのねだんのえほん」ｉｌ２泉均/撮影

一ゾヅクトーク

「『ﾉＭ８ｌ,L』のＵ碁映ｉｌｌｌ''１('|'称と１１Kﾉ11敏蝿ｊＭ･談災

ipslMl肥ｖｓ、紫糀「」

「｢はやぶさ｣|式思考法 ｜川、涼一郎/箸

一|｜,|Ｘを復ノハさせる24の提ﾃﾞi」ｉ

ｌｆ１けない！

_挑戦することは楽しいこと」｜クルムイ)I述公ｊＶ杵

絵本｢その気になった」｜/f味太郎/作

ＩＪＩ枕｢叢|;'１｣の1節ｉナド川liu之介/作

紙芝Ｗ宮沢賢治よだかの鴎」ｉ国松俊英/脚本篠崎二l川面
……………………………-…－…一一一一一一…－－i…………－…－－－－－－－－－－………

絵本｢おやすみぼく」ｉアンドリュー。グッド/文

ｉエマ・クエイ／絵落合恵子/訳

！；r｢Ｉ'|Nの鉛'１１i」（松'１１鱒ｉ/作（処空ひばりの歌）

‐ブヅクトーク「挑んでからljLるか、Ｉ

ｌｍＬてから[流むか」｜

「１１１１１と」Lに上！'〕ぬ」ｉｌＨｉ作:マーガレット・ミッチェル

IlMUllji:1939年公ｌｌＮ
Ｉ．

’ヴィクター・フレミング監督

「しゃべれどもしゃべれども」｜原作:佐藤多佳子

Ｉ映画:2007年公開

Ｉ平lll秀幸監督

「旅するジーンズ」｜原作:アン・ブラッシュアーズ
●

｜映miiI｢旅するジーンズと

16歳の斑」

2005ｲlＭＭＨ

ｉケン・ク'ノビス臘併

「ll21Ilﾄ館戦イト」１原作:ｲj１１１%'；

2013('１公'''１

１佐縢備介監督

落語絵本｢めぐるのさんま」｜川端誠/作
一で■｡●●ｐ・⑤■●ｐ■●。■■ｂ■￣。■■●■●●●■■●の‐｡￣~｡~￣~中一凸c--cC-----=Ｐ－－－－~－－－－P---T----びゆ-ヶDP--守－－－－－－－－申一一一一一一一－－－－－－－－－－－□■--.---℃｡-.-ひ---

絵本｢ALDＯ

わたしだけのひみつのともだち」ジョン･バーニンガム/作

Ｉ谷川俊太郎/訳

2０１３．５．７

２０[３．７．２

|Ｉ

37



]uFF／絵

P1

Ｍ

耳扁古畠牙

｜Ｉ
朗読｢１５歳の寺子屋

道は必ずどこかに続く」

rnjlL耐「ベィ・フフ0.ワード」について）

日野原重明

歌舞伎絵本｢知らざあ言って

－￣￣●●●｡●中■－￣－■■■●●￣◆や■Ｐ￣

借lかせやしよう」

鋒/１Ｋ｢ふし菱なでまえ」

絵本｢ぼくのおじいちゃんのかお」

＆ストーリーテリンク
●C

｢あくびがでるほどおもしろいiiili」

河竹黙阿弥/文斎藤孝/編

飯野和好/絵
P■－１■｡●●●｡－◆－－１■■－－－'■●寺レー■－■－￣●●■￣￣－■●■■Ｃ￣￣●■●●●●q●●●◆●ｐ⑪●●

かがくいひろし／作
■●●■の.■●.■⑪●一○■●ｐ－一○'■■－￣●■■－￣－￣■・■－■ｃｃ･■■￣ｒ￣●●■■■■Ｐ■■■￣の■■●■■

犬野祐吉/作淵、早苗/聯真

2014．ＬｌＯ 雛水「おじさんとゆきじん」

豊NYの普話｢えすがたにょうぼう」

絵本「メチヤクサ」

絵本｢木」

とブックトーク

｢佐藤忠良彫刻写真集」

｢おおきなかぶ」

赤川１ﾘI/作･絵
ＤＣ－■■●●－，■■■.－●－■■●●－－■－⑰－●●￣●'■￣ﾛ●￣￣■￣￣●｡●⑤｡■■■●●●■広●■●●●'■■

稲田和子/再話畠中光富/画
■■●●●,■－，■,■｡Ｃ－－－－－－Ｃ■一色･■‐｡￣￣Ｕ■Ｕ■●￣●■￣￣'■Ｃ●●●●￣●￣●｡のＣｌ■●●●●●｡●●l■

ジョナサン･アレン/作

岩城敏之/訳
－コ●■,－●●●●｡■■●￣ウニ￣－－－￣｡＝－U■－￣●￣｡￣￣￣⑪ＣＣＣ｡●￣■･●ＣＯ●■｡￣￣●●①●⑥⑤の

佐藤忠良/面木島始/文

トルストイ/再話内田刺ｻｸＷ;’

佐藤忠良/画

2０１４．２．１８

､IAZZの夕べ

Whenｙｏｕ ｗｉｓｈｕｐｏｎａｓｔａｒ 「鵬に隅Ｉいを」

Ｆ１ｖｍｅｔｏｔｈｅｍｏｏｎ

Oｖｅｒｔｈｅｒａｉｎｂｏｗ

Tｈｅｒｅｗｉｌｌｎｅｖｅｒｂｅａｎｏｔｈｅｒｙｏｕ

｢私を月に連れていって」

「虹のかなたに」

｢あなたなしではいられない」

2０１４５．２７ 絵本｢蜘蛛の糸」
■P－●=－－●■●－－－，■－，■￣●の－■－■U－ＣＣＣ■－－－Ｃ●の●●'■1■￣心￣■ＩＣ●￣￣1■｡'■1■｡●●l■■■￣●●●■￣■白Ｃ●●●●

絵本｢のどからあいうえお」

とブックトーク

．「驚くべきＨ本語」

｢だるまさんの」
●●.■■①の●￣－■■■⑤●甲一■.●■－字●ｃＣＩ■￣ご￣￣■■￣'■■￣レー凸●⑪●Ｐ｡●￣●■●■￣'■●●Ｓｃ●ｐ■．￣￣●●●●￣■'■｡

絵本｢はくちよう」
■●●▲－●－ひび●－■，■●●－－－■－－■｡●●●■・■■｡の●●■■●■●●Ｐ●■.￣⑤■P￣￣●ＰＰ■.￣■●●●●●■■ご□･｡●●

|朗読｢出会いは桜色」
ENEOS童話賞優秀作品

ｉ，．．、－．．．．‐．.．‐．．．．．・・・・・・－‐・・－．．‐－．．．．．一・・・・・・・・・．｡。￣￣￣。。｡￣・・・・・・・・

紫i;iIiで''１国の昔話｢'１１蟻火｣と」

芥川龍之介/作連山緊牛/絵
●辻一・｡￣■＝￣●￣■■￣￣￣U■ＣＣＣ■■￣■‐￣－｡￣■￣￣￣－￣｡￣d■■■●■－●｡●●￣●l■■わ●●●、

斎藤洋/作高畠純/絵

ロジャー･バルパース署

早川敦子/訳

かがくいひろし／作
⑪●●●．■,■.■●－｡◆￣Ｐ■■■■－￣－－－■■’一●｡d■￣￣￣■･■･￣●Ｐ｡■■■■Ｃ￣｡●●●●●●●1■■●●●●■

ぃせひでこ/文１ﾉﾘH]鱗太郎/絵
一●●｡■－■Ｐ,■■●●■●－１■■■P寺｡－■'■－－■P￣￣の￣■■■･■1■●｡￣■￣｡￣‐￣ロ●●｡'■1■の｡●￣￣■■

岸萌佳(中学２年生）
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大阪府教育コミュニテイづくり
実践報告会で発表

盛り沢山の３学期盛り沢山の３学期

この３学期のおもな“元気アップ,，

の活動です。

１月１０日（金）‘も＝Ｌ工了＝

鑿iv鐸壽晉1iiii､鱸；
～２月２２日バーンセンター～

に取り組んでいるのは１３０校すべ

ての中学校。そして各校ともに特色

ある活動を始めています。

その中での大阪市教育委員会から

のご指名。本校は、他校との相違と

考えられる次の３点を中心に報告い

たしました。

１．安定した活動

充実した学習会・図書館活動（読

み語りの会も）の実現

２．ボランティアさんの協力

支援してくださる多くの大学生・

地域ボランティアさんの存在

３．地域コーディネーター制

地域の方々による運営がスタート

いずれも、地域の皆様のご支援の

賜物です。ありがとうございますｂ

２月２２日（士）、本校の“元気｜
アップ，,事業を、大阪市代表として’

報告させていただきました。

府内４校の小中学校とともに発表．

した、大阪府教育コミュニティづく

り実践報告会。会場のドーンセンター

には、２００名以上の教育関係者が

集まりました。

大阪市では、“元気アップ,,事業．

'1彌司13へた息…J蕊蕊に‘，－．ヱーーーーーさ6J弓尹
１月２３日（木）

から３年テスト

前学習会。

'零i蕊1蕊蕊塗i塗P:f雪２月１８日（火）

には大阪音楽大

ジャズの夕べ。

２月２２日（土）

大阪府教育コミュニティでの発表。

そして

２月２０日（木）

からの１．２年

テスト前学習会
大阪府教育実践報告会にて

iiiililliililli1i
ボランティアざ/[角蕊篇ノノ

三重県亀山市
校長会視察

「て

デー』乳
垂蛉ｒ：

１月１０日（金）には、三重県亀

山市校長会からの視察も受けました。

小中学校１４名の校長先生方は、

“元気アップ，，「読み語りの会」を

見学。静かに絵本の朗読を聴く中学

生の姿にとても感嘆されていました。

していただけませんか？

学生、社会人を問いません。

連絡先上町中学校EO6-6762-6556

教頭：上田明

地域コーディネーター(係）：小清水貞喜

「読み語りの会」見学の校長先生

引き続き行われた研究協議会でも

熱心に質問をしていただき、充実し

た質疑応答の時間となりました。

（かんぱ）」の少年燦（さん）たち｜その、家族への手紙も織り交ぜられた
の埋めく（きらめく）時代少年小説。｜文章もみずみずしい感性に溢れて．．。

☆「仏果を得ず」双葉社

’一三浦しをん箸

文楽好きの著者が描いた､文楽とい’３学期には､視察･報告会といつた
う伝統芸能の世界に飛び込んだ健ｉ慣れない経験｡本校の"元気アップ，,
（たける）の青春物議 ｜が対外的に評価されつつあるというこ
☆｢ボクの音楽武者修行」 ｜とでしょうか。
新潮社（新潮文庫）小澤征爾著｜皆様、来年度もご指導のほど、よる

音楽にかける若き日の世界的指揮者｡ノしくお願いいたします⑤（地c）

島之内図書館長さんから

～ごＯＤ家読みだし１３ﾉﾘWし～

今号でも、島之内図書館槇館長さ’

んにおすすめの本を挙げて頂きました｡｜
☆「燦（さん）」１～４文藝春秋社！

（文春文庫）あさのあつこ署ｉ

鳥獣を自在に操る異能の一族「神波！
／'１
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点数で優勝者を決定する。SBR:stand-upbookreviewの略称

鱒参加資格は10代のコンビ
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）漫才コンテスト地方予選会場でも行った。
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平成26年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会出席予定者名簿

（平成26年7月7日）

 お名前（敬称略） （ふりがな非表示）代表区分 所属・役職名等

　久　　隆浩 ひ さ 　 た か ひ ろ学識経験者 近畿大学教授

　村木　美紀 む ら き 　 み き学識経験者 同志社女子大学准教授

　佐阪　陽子 さ さ か 　 よ う こ社会教育関係団体 大阪市ＰＴＡ協議会研修委員長

　宮本　隆司 みやもと　たかし 大阪市ＰＴＡ協議会広報情報推進委員長

　柳本　真知子 やなぎもと　まちこ社会教育関係団体 大阪市生涯学習推進員協議会運営委員長

　吉田　典子 よ し だ 　 の り こ社会教育関係団体 大阪市生涯学習推進員協議会副運営委員長

　磯中　ミツ子 いそなか　みつこ社会教育関係団体 大阪市生涯学習推進員協議会副運営委員長

　　根川　興義 ね が わ 　 し ん ぎ

区の子どもの読書活動推進連絡会
代表

北 西天満小学校　学校図書館支援ボランティア「てんちゃん」

　　松原　俊子
　　大谷　昭子

ま
つ
ば
ら

同上 都島 都島中学校図書ボランティア「プルレ・リール」

　　松原　典代 まつばら　ふみよ同上 福島 マトリョーシカ

　　福田　清美 ふ く だ 　 き よ み同上 此花 此花図書館絵本の会

　　釣島　恭子 つるしま　きょうこ同上 中央 絵本の会島之内

　　三浦　京美 みうら　きょうみ同上 西 絵本の会西

　　林田　育代 はやしだ　いくよ同上 港 絵本の会みなと

　　善勝　憲子
    鷲見　順子

ぜ
ん
し
ょ

同上 大正 絵本の会　大正

 　 野田  祐子 の だ 　 ゆ う こ同上 天王寺 天王寺おはなし「ぼちぼち」

　　上田 道代 う え だ 　 み ち よ同上 浪速 なにわえほんの会

　　鵜久森　典子 うくもり　のりこ同上 西淀川 絵本の会西淀川ぽけっと

　　田近　静代 た ぢ か 　 し ず よ同上 淀川 絵本の会淀川

　　渡邉　裕美子 わたなべ　ゆみこ同上 東淀川 おはなしボランティアとことこ

　　巽　　澄子 た つ み 　 す み こ同上 東成 パンジーおはなし会

　　大嵩　依子 おおたけ　よりこ同上 生野 あじさいブッククラブ

　　中　　明香 なか　さやか同上 旭 本のとびら

　　寺嶋　郁子 てらしま　いくこ同上 城東 城東絵本の会

　　三木　佳世子 み き 　 か よ こ同上 鶴見 鶴見おはなしサークルでんでんむし

　　薬師寺 公子 やくしじ　きみこ同上 阿倍野 絵本の会あべのあのねのね

 　 原田    悦 は ら だ 　 え つ同上 住之江 絵本の会住之江

　　山田　逸子 や ま だ 　 い つ こ同上 住吉 住吉絵本の会

　　田島　　良 た じ ま 　 り ょ う同上 東住吉 おはなしたまてばこ

　　谷田　伊久美 た に だ 　 い く み同上 平野 おはなしたからばこ

　　津村 陽子 つ む ら 　 よ う こ同上 西成 西成絵本の会

社会教育関係団体





教育委員会事務局中央図書館 教育委員会事務局指導部

所　　属 氏　名 所　　属 氏　名

中央図書館館長 　辻本　尚士 指導部　首席指導主事 　稲森　歳和

中央図書館総務担当課長 　鎌塚　隆男 指導部　総括指導主事 　大澤　啓司

中央図書館利用サービス担当課長 　大久保　典子

中央図書館地域サービス担当課長 　松下　玲子

中央図書館地域サービス担当課長代理 　藤井　直美

中央図書館利用サービス担当課長代理 　長谷部　絵理 教育委員会事務局生涯学習部

中央図書館利用サービス担当課長代理 　宮田　英二 所　　属 氏　名

中央図書館 担当係長 　鎌田　恵子 生涯学習担当課長 　濱﨑　正行

 　 〃　  　　〃 　波多野　圭子 生涯学習部担当係長 　稲生　優子

 　 〃　  　　〃 　正井　文博

 　 〃　  　　〃 　小西　敏章

 　 〃　  　　〃 　戸倉　信昭

北図書館長 　竹田　君代

都島図書館長 　野村　薫

福島図書館長 　川嶋　恵子

此花図書館長 　池上　也之保

島之内図書館長 　槇　加奈子

港図書館長 　成元　　勝

大正図書館長 　井上　有佐

天王寺図書館長 　村岡　和彦

浪速図書館長 　森家　さち子

西淀川図書館長 　赤堀　祐子

淀川図書館長 　田野　晶子

東淀川図書館長 　角田　人志

東成図書館長 　藤江　千恵

生野図書館長 　濵田 千賀子

旭図書館長 　平田　満子

城東図書館長 　井上　由美子

鶴見図書館長 　庄野　清美

阿倍野図書館長 　齊藤　美子

住之江図書館長 　縣　　和世

住吉図書館長 　淺川　裕俊

東住吉図書館長 　荒木　麻里

平野図書館長 　米川　くりえ

西成図書館長 　山田　和伸

平成26年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会事務局名簿

（平成26年7月7日）
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